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氷川町文化センターで氷川町戦没者追悼式が執り行われ、先の大戦などで犠牲となられた戦没者の御霊を
追悼しました。
式では、遺族を代表して北永昭子さん（北野津）が戦没者への献灯を行いました。藤本町長は「わが国が
悲惨な戦争への道を再び歩むことがないよう、平和の尊さを次の世代に継承し、恒久平和の実現に向けて努
力を続けてまいります」と英霊に誓いました。また、氷川町遺族連合会会長・長尾憲二郎さん（北鹿野）など
が追悼のことばを述べました。
竜北中学校3年藤井舞莉さん（下鹿島）は「修学旅行で学んだ平和の尊さ」と題し、「戦争は、今でも多くの人
の心に深い傷を残しており、それを忘れてはいけないと思います。周囲の人たちと協力しながら平和の大切さ
を伝えていき、争いのない未来をつくる力になれるように学び続けたいと思います。」と発表しました。
式の最後には、出席者全員で献花台に花を手向け、戦没者の冥福を祈りました。

令和7年度氷川町戦没者追悼式
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▲追悼のことばを述べる藤本町長

▲遺族連合会会長　長尾憲二郎さん ▲作文を発表する藤井舞莉さん
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父の日に牛
ち ち

乳をプレゼント

JAやつしろ酪農女性部が「父の日に牛乳を贈ろうキャン
ペーン」の一環として、牛乳を贈呈しました。牛乳には、カ
ルシウムやミネラル、ビタミンAなどが多く含まれており、
栄養豊富です。これからの暑い季節を県産牛乳を飲んで
乗り切りましょう。

戦没者等の遺族に対する第十二回特別弔慰金
問　福祉課 福祉係　☎0965-52-5852

先の大戦で公務などのため国に殉じたもとの軍人、軍属や準軍属の方々に思いをいたし、その遺族に対し
て、戦後80年という節目の機会をとらえ、国として改めて弔慰の意を表すため特別弔慰金が支給されます。
過去の特別弔慰金請求状況などにより必要な書類が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

▶ 支給対象者　恩給法による公務扶助料、特例扶助料、戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金・
遺族給与金等の受給権を有する遺族がいない場合に、次の順番による先順位の遺族1名に対して支給され
ます。
１．令和7年4月1日までに援護法による弔慰金の受給権を取得した人
２．戦没者などの子
３．戦没者などの①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　※戦没者などの死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順番
が入れ替わります。
４．上記以外の三親等内の親族（甥・姪など）
　※戦没者などの死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた人に限ります。
▶ 請求期間　令和7年4月1日～令和10年3月31日
▶ 支給内容　額面27.5万円（5年償還の記名国債）
▶ 請求窓口　福祉課 福祉係または宮原振興局 地域振興課 総合窓口係
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学校給食へじゃがいも贈呈

町内の小中学校の給食食材として農事組合法人野津南
からじゃがいもが学校給食共同調理場へ贈られました。
贈られたじゃがいもは6月9日から11日までの学校給食
でキーマカレー、みそ汁、じゃがいものミート焼きとして
子どもたちに届けられました。

ミツバチに対する農薬危害防止について
問　熊本県農業技術課 ☎096-333-2381　熊本県畜産課 ☎096-333-2401

これから早期水稲は出穂・開花期を迎えます。この時期の農薬散布にあたっては、ミツバチに被害を与え
ないよう、事前に近くの養蜂家と巣箱の位置や防除時期、場所などの情報を交換しましょう。また、散布し
た農薬がミツバチにかからないよう、十分注意しましょう。
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